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文献資料(出 土文書 ・碑文 ・宗教典籍など)を,言 語学的あるいは歴史学的に扱う論
文を掲載するものとする.
2.原稿は未発表の ものに限る.ただし口頭発表したものはこの限 りではない.
3.原稿の長さは自由であるが,論 文の場合,刷 り上がり状態で20ペー ジ(400字詰め








に則 って,ペ ージメーカーにて割 り付け済の原稿をフロッピー入稿 されるのが最





ワープロで印字 した完成原稿を添付 し,ワープロにない漢字 ・記号などの部分は,
当該箇所を空けて朱筆で指示する(旧 字体への変更指示 も必ず提出稿の段階で付





3)句読点は 「,。」 を用い,「 、。」 は用いない.
4}地の文にはつ とめて当用漢字 ・新かなつかいを用い,旧字体 ・旧かなつかいの使
用は引用文等で必要な場合のみにとどめる.
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